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●�施政方針の、所沢市の文化貢献イ
ベントやまちづくりについての記
事に特に興味を惹かれました（旭
町・20代）

●�施政方針が分かりやすく、よく理
解できました。今後期待していま
す（上山口・70代）

●�昔は市の広報誌の特に施政方針な
どはじっくり読む事はなかったの
ですが、年齢と共に税金がどのよ
うに使われるのだろうというと興
味が高まり、今回もじっくり読ま
せていただきました（和ケ原・50代）

編�集から●特集の施政方針には、こ
れからの所沢市の動きがまとめら
れています。この記事をきっかけ
に興味を持っていただけると嬉し
いです♪

●�「ところざわ新茶まつり」は、狭
山茶を楽しめそうだと期待できる
ので、足を運んでみようと思いま
した。身近な特産品でありながら、
普段はほとんど飲まないので、こ
の機会に飲んで味わってみたいで
す（若狭・40代）

編�集から●５月は新茶のシーズン。
ところざわ新茶まつりで狭山茶の
魅力を存分に味わってください。

　�奥深い狭山茶の世界にハマるはず
です！

●�WBCの後だったので、ライオン
ズの羽田投手の記事を読めて嬉し
かったです（東所沢・30代）

編�集から●所沢出身の羽田投手の今
後の活躍に目が離せませんね！

今月号から新たに広報紙の担
当になりました。今月のとこ

ろっこは、記念すべき第70回子ど
も写生大会の実行委員長を務める、
笠原さん。笠原さんの子どもと絵へ
の深い愛情がひしひしと伝わってき
ました。子どもの頃経験した、楽し
かった思い出は大人になっても財産
として残るものですよね。皆さんも
5月13日は写生大会に参加して楽し
い思い出を作ってみてはいかがでし
ょうか（深町）

「わかれば変わる認知症の世
界」の連載が好評につき2年

目に。認知症の方が安心して暮らせ
るまちは、きっと誰にでも優しいまち。
「こころにゆとり」を今年度のテーマ
に紙面づくりしたいです（坂本）

環境に優しく、健康にもいい
シェアサイクル。爽やかな風

が気持ちいいこれからの季節にまさ
におすすめです。ご友人と車でドラ
イブもいいですが、シェアサイクルで
サイクリングもいいですね♪（関）

◆今月のクイズ
8・11・12面のクイズを解き、空欄に入る文字を順番
につなげると？
◆応募方法（5月10日㈬締め切り）
①クイズの答え②郵便番号③住所④氏名⑤年齢⑥電話番
号⑦5月号の感想を記入し、〒359‐8501広
報課に郵送・市HP（ プレゼント）で応募
◎当選者の発表は、引換券の発送をもって
代えさせていただきます。
◆プレゼント提供事業者も募集中！
詳細は、市　（　プレゼント募集）をご覧ください。HP

▲市HP

子どもに夢と描く楽しさを伝えて70回目の大会へ

　広い青空の下。画板の真っ白な画用紙
に、目と心に映るものを自由に写し、彩
っていく高揚感。所沢で子ども時代を過
ごした人の多くが、「子ども写生大会」
の楽しい思い出を持っているのではない
だろうか。
　「上手・下手でなく、描いた子どもの
思いの強さが重視される。この写生大会
の大きな特徴です」。そう語るのは、笠

か さ

原
は ら

秀
ひ で

夫
お

さん。4代目の実行委員長だ。

　終戦間もない昭和23年、無気力にな
っている子どもたちに絵を描く楽しさと
豊かな心を、と願い写生会を始めた絵の
愛好者たちがいた。所澤神明社で「あけ
ぼの画会」が始めたこの写生会は、やが
て学校の先生たちの協力を得て発展し、
所沢が誇る文化イベント「所沢市子ども
写生大会」として会場をユネスコ村、西
武園ゆうえんちへと変えながら続いてき
た。全国的に見ても、これほど盛大に長
く続く写生大会は無いだろう。
　この大会は、図工・美術の先生たちを
中心とする実行委員会が運営してきた。
現在、組織を束ねる実行委員長の笠原さ
んも、元は小学校の図工の先生だ。
　笠原さん自身は、秩父市出身。所沢の
写生大会とは縁もなく育った。むしろ兄
たちに連れられて行った虫捕りで蝶々の
魅力に取りつかれて以来、今に至るまで
「昆虫少年」のままだ。

　大学の教育学部に進み、理科の先生を
目指したはずだった。が、新種の虫の記
載のためにデッサンもできるように、と
受けた美術の授業がきっかけで、なんと
図工の先生になってしまった。教師にな
って所沢の小学校に赴任し、誘われて子
ども写生大会に実行委員として関わるよ
うに。歴代の関係者の熱意や写生大会の
移り変わりを目の当たりにしてきた。
　本来、絵を描くことは、自由で創造的
なもの。でも「上手に描けないから図工
や美術は嫌い」という苦手意識を持った
まま育つ子どもたちは多い。そんな子ど
もが成長して先生になり、「上手に描
くための図工」を教えて、また絵が嫌
いな子が育つことを笠原さんは心配す
る。「絵は上手に描くためのものではな
く、自分が表現したいことを見つけるも
の。『楽しい』が何より大切なんです」。
だからこそ子ども写生大会を通して、楽
しかった、苦手だった絵をほめられたと
いう思いを味わってほしい、と語る。
　今年、関係者の思いと歴史を重ねて、
大会は記念すべき第70回を迎える。前
回から会場をところざわサクラタウンに
移し、五感で楽しむ令和の新しい写生大
会「アート・プレイ・デイ」として生ま
れ変わった。開催に向けて、令和の先生
たちを中心に、準備が進んでいる。
　かつての参加者が親や祖父母となって
その子や孫と共に参加する。その楽しい
思い出は、見えない財産となって子ども
たちの中に育まれ引き継がれていく。そ
んな所沢の未来も、きっと明るく色鮮や
かなものに違いない。�（取材：加賀谷）

所沢市子ども写生大会実行委員長

笠
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ひ で

夫
お

さん （市内在住）

　昭和 27年から続く
所沢市子ども写生大会
の第 4代実行委員長。
市内小学校や県の教
育事務所で勤務、三ケ
島小校長などを歴任。
退職後は文教大で図
画工作科教育の教鞭も
とった。
　本当は理科の先生
になりたかった、自
称・「永遠の昆虫少年」。
現在は「ハエトリグモ」
に夢中。

◆今年の子ども写生大
会については本号 9面
参照。

▲令和４年度大会の様
子

自然からの贈り物♪幸運を呼ぶ小さなあじさいのアレンジ

あじさいに魅せられた店主が
手掛けるドライフラワーと

ナチュラル雑貨の「あじさいや」。
手作りや撮影に使える自然素材の
ほかギフト商品も扱います。「さ
かさあじさい」は、金運を呼ぶと
いわれる蜂の巣に似ていることか
らラッキーアイテムとしても人気。
スタンド・壁掛け兼用のフレーム
付きであなたのお部屋に幸運を♪

さかさあじさいのミニプリザーブドアレンジ

●あじさいや
　東所沢和田2-17 -10 -
101　☎2946-7827

　（午前10時～
午後5時／土曜
不定休・日曜
祝日定休）

（2,700円相当×8人）


